
菅
政
権
は
２
０
５
０
年
の
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
向
け
、
さ

ま
ざ
ま
な
施
策
の
展
開
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
て
い
る
。
脱
炭
素
社
会
へ

の
移
行
を
新
た
な
成
長
の
シ
ー
ズ

と
捉
え
、
こ
れ
か
ら
の
日
本
を
切

り
開
く
重
要
な
戦
略
だ
。
政
府
は
、

地
域
で
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
持
続
的
拡
大
を
図
る
た
め
、
「

国
・
地
方
脱
炭
素
実
現
会
議
」
を

設
置
し
て
お
り
、
自
治
体
も
カ
ー

ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
牽
引
役
に

な
り
そ
う
だ
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
で
環
境

省
が
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
の

は
２
０
３
０
年
ま
で
の
期
間
だ
。

特
に
２
０
５
０
年
ま
で
を
集
中
期

間
と
し
、
政
策
を
総
動
員
す
る
こ

と
で
先
行
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
の
地
域
を
国
内
に
作
り
、

そ
の
先
行
的
な
と
こ
か
ら
〝
脱
炭

素
ド
ミ
ノ
〟
を
次
々
と
起
こ
し
て

い
く
と
い
う
。
「
２
０
５
０
年
ま

で
に
二
酸
化
炭
素
排
出
実
質
ゼ
ロ
」

を
表
明
し
た
「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ

テ
ィ
」
は
2

月
15

日
時
点
で
、
東

京
都
、
京
都
市
、
横
浜
市
な
ど
２

６
２
自
治
体
（
29

都
道
府
県
、

１
５
３
市
、
２
特
別
区
、
61

町
、

17

村
）
に
達
し
て
い
る
。
表
明
し

た
自
治
体
の
人
口
は
約
９
５
６
９

万
人
と
な
っ
て
い
る
。
地
域
で
の

取
り
組
み
の
主
流
と
な
る
の
は
太

陽
光
や
風
力
、
地
熱
な
ど
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
る
が
、
導

入
す
る
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
も

あ
る
。
例
え
ば
、
景
観
や
騒
音
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、
地
域
と
共
生
し

な
い
再
エ
ネ
で
は
、
地
域
で
歓
迎

さ
れ
な
い
た
め
、
持
続
的
な
利
活

用
が
で
き
な
い
。
こ
の
た
め
、
再

た
め
に
２
０
１
９
年
で
総
額
約

17

兆
円
を
海
外
に
支
出
し
て
い
る

が
、
環
境
省
の
試
算
で
は
、
日
本

に
は
電
力
供
給
量
の
最
大
２
倍
の

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ポ
テ
ン

シ
ャ
ル
が
存
在
し
て
い
る
と
い

う
。も

ち
ろ
ん
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
を
実
現
す
る
た
め
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠

で
、
菅
政
権
は
す
で
に
、
技
術
開

発
に
取
り
組
む
企
業
を
10

年
間

に
わ
た
っ
て
支
援
す
る
総
額
2

兆

円
の
基
金
を
設
け
る
方
針
だ
。
ま

た
、
国
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
も
求
め
ら
れ
る
。
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
実
現
に
は
官

民
一
体
と
な
っ
た
取
り
組
み
が

必
要
だ
が
、
中
で
も
地
方
自
治
体
の

役
割
が
重
要
と
な
っ
て
い
る
。

エ
ネ
の
地
域
と
の
調
和
や
適
切
な

維
持
管
理
を
求
め
る
条
例
の
制
定

な
ど
条
件
整
備
が
必
要
と
な
る
。

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
実

現
に
は
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可

欠
と
さ
れ
て
い
る
が
、
環
境
省
は

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
待
た
ず
に
、

適
用
可
能
な
既
存
技
術
を
活
用
し

て
、
足
元
か
ら
で
き
る
こ
と
を
直

ち
に
実
行
す
る
と
い
う
方
針
で
、

２
０
５
０
年
ま
で
の
期
間
を
「
集

中
期
間
」
と
位
置
づ
け
、
条
件
整

備
が
進
ん
だ
地
域
に
「
屋
根
貸
し

な
ど
未
利
用
再
エ
ネ
の
最
大
活
用
」

「
住
宅
・
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
性

向
上
」
「
住
民
・
観
光
客
向
け
の

再
エ
ネ
Ｅ
Ｖ
カ
ー
シ
ェ
ア
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
重
点
対
策
を
実
施
す

る
方
針
だ
。
同
時
に
「
公
共
施
設

の
電
力
を
１
０
０
％
再
エ
ネ
」
「

ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
公
共
交
通

整
備
」
な
ど
先
行
モ
デ
ル
ケ
ー
ス

づ
く
り
も
進
め
、
２
０
２
５
年
ま

で
に
先
行
的
な
脱
炭
素
実
現
地
域

を
創
出
し
、
30

年
か
ら
全
国
で
で

き
る
だ
け
多
く
の
〝
脱
炭
素
ド
ミ

ノ
〟
を
発
生
さ
せ
た
い
考
え
だ
。

日
本
は
、
化
石
燃
料
の
輸
入
の


